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保育者養成課程における教育課程の理解と
教材としての絵本の選書に関する課題
ー領域「人間関係」の教材選びを手掛かりに—
A Study on Selecting Picturebook in Nursery Teacher Training 
Course in the Domain of "Human Relations" 
＊ 
小川房子
OGAWA Fusako 
はじめに
絵本や紙芝居は、多くの保育園や幼稚園がデイリープログラムの中に位置づけている保育教材
でありながら、教育課程との関連で取り上げられることよりも身近さに璽きが置かれ取り上げら
れている場合が多いように感じている。平成 30年4月に施行された幼稚園教育要領から明記さ
れた、幼稚園教育において育みたい資質・能力や幼児期の終わりまでに育ってほしい姿へと向かっ
ていく保育実践を検討するとき、絵本や紙芝居の教材としての可能性に注Hする必要があると考
える。そこで、領域「人間関係」の教材選びを手掛かりにし、教育課程の理解と教材としての絵
本の選書に関する課題を明らかにする研究に取り組みたい。
1 研究の目的
l -l 教育課程について
教育課程とは、幼児が入園から修了までの園生活全期間の中で身につける経験内容の総体を示
したものである（保育用語辞典 第6版 ミネルヴァ書房 2012 P126)。
幼稚園教育要領第 1章第 3教育課程の役割と編成等 l教育課程の役割には、「各幼稚園にお
いては、 基 ‘ び‘‘、 、その也の、＾並びにこの のパところに’‘い、
創意工夫を生かし、幼児の心身の発達と幼稚園及び地域の実態に即応した適切な教育課程を編成
するものとする。」と編成上の留意点が明記されている。また、幼稚園教育要領第 1章第 3教育
課程の役割と編成等 2各幼稚園の教育目標と教育課程の編成には、「教育課程の編成に当たって
は、 において みたい ・ を跨まえつつ、 ｛ の 、をH に ると
ともに教育課程の編成についての甚本的な方針が家庭や地域とも共有されるよう努めるものとす
る。」、幼稚園教育要領第 1章第 3教育課程の役割と編成等 3教育課程の編成上の基本的事項
＊武蔵野大学教育学部
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(1) には、「 生の全を‘して 2 にス ねらいがじヽムに‘ さ`れるよ‘、 吾
程に係る教育期間や幼児の生活体験や発達の過程などを考慮して具体的なねらいと内容を組織す
るものとする。この場合においては、特に、自我が芽生え、他者の存在を意識し、自己を抑制し
ようとする気持ちが生まれる幼児期の発達の特性を踏まえ、入園から修了に至るまでの長期的な
視野をもって充実した生活が展開できるように配慮するものとする。」と明記されている。本研
究では、幼稚園教育要領の記載内容については、下線部に重点を置き取り組みたいと考えている。
なぜなら、これら下線部の記述内容から、関連する法令の理解、各領域の特性の理解、園の教育
目標の理解、幼児の生活体験の理解、幼児の発達過程の理解が保育者に求められることがわかる
ためである。つまり、教育課程を理解するということは、これら五つの事項の理解が必要である
と言い換えることができ、保育者養成課程に学ぶ学生の課題とも重なる点が多いと考えるからで
ある。
1-2 領域「人間関係」について
5つの領域に関しては、筆者が授業科Hを担当している領域「人間関係」に焦点を当てて述べる。
学校教育法第 3章幼稚園第 23条に挙げられている 5項目が幼稚園における教育の目的（学校
教育法第 3章第 22条）を実現するために挙げられている目標であり、二「集団生活を通じて、
喜んでこれに参加すると態度を養うとともに家族や身近な人への偏頼惑を深め、自主、自律及び
協同の精神並びに規範意識の芽生えを養うこと。」を幼稚園における教育の中で、具体化したも
のが領域「人間関係」である。人間関係という領域のキーワードとして、 a集団生活、 b（家族や
身近な人への）信頼感、 c自主自律、 d協同の精神、 e規範意識の芽生え、の 5項目を挙げること
ができる。すでに述べたように、教育課程とは、幼児が入園から修了までの園生活全期間の中で
身につける経験内容の総体を示したものである。教育課程という総体の中で、これら 5項目が幼
児のどのような経験の積み重ねで次第に身につけられるものであるかを考えるとき、各領域の特
性の理解にとどまらず、関連する法令の理解、園の教育目標の理解、幼児の生活体験の理解、幼
児の発達過程の理解についても必要となる。これは、既に挙げた教育課程の理解と共通する。こ
のことから、保育者養成課程において学生がこれらの事項をどのように、また、どの程度、理解
しているかを明らかにする必要があるのではないかという考えに至った。そこで、領域「人間関係」
の授業に取り入れている教材として用いるための絵本選びによって課題を明らかにすることがで
きるのではないかと考えた。また、ここで本研究に取り組むことによって、保育内容指導法「人
間関係」の授業内容の検討にも生かせると考え、本研究に取り組むことにした。
1-3 絵本に関する先行研究
①母子の読み聞かせ環境の研究
母子間での読み聞かせ研究に関しては、子どもとの話し合いや内容の説明を重視する「会話型」
の読み聞かせ方と、読めるところは子どもに読ませたり、一人で読めるよう読み方を教える「一
人読み促進型」読み聞かせ方という 2タイプの読み聞かせ方が抽出されている。「一人読み促進型」
よりは「会話型」の読み聞かせ方が 3歳から 6歳頃の幼児期に全般的に行われていることが多い
こと、横断的に年齢変化を見ると「会話型」の読み聞かせは年長児になると次第に減少し、「一
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人読み促進型」の読み聞かせは増えていくという変化、子どもの発達に合わせて読み聞かせ方が
変わっていくことが報告されている l。
また、子どもにとって価値のある活動や意味の豊かな文脈の中で聞いた語は学習が容易である
という知見に基づき、母親のタイプを「共有型」と「強制型」という二つのタイプで読み聞かせ
の効果を検証した研究では、「共有型群の子どもは母親との絵本場面に自分なりの意味を見出し、
そこでより多くの語彙を学ぶことができると同時に、絵本の世界で自分なりに解釈したり、考え
たりできると考えられる。一方の強制型群の子どもにとっては、母親主導で進められる絵本場面
はむしろ子どもの興味や関心とは異なる文脈となる可能性もあり、そうすると、子ども自らが意
味を見出すのは難しくなるだろう％」と主張している研究がある。
これらの結果を幼児教育に照らして考えると、筆者が幼稚園教諭時代にも絵本の読み聞かせの
際には、一人ひとりの理解を促進することをねらいとして年齢が低いほど「会話型」の読み聞か
せ方を多用しながら行っていた。また、年齢が上がるにつれ一人で読む楽しさも味わわせたいと
いうねらいから、一度読んだ絵本は表紙を見せる形で子どもたちが手に取りやすい場所に置くな
ど環境構成を心がけるとともに読みの援助をし「一人読み促進型」読み聞かせ方も実践していた。
年齢に応じてどのような内容の絵本を教材として選び、その教材によって何を身につけるのかと
いうねらいを明確にし、そのねらいが達成されるためにはどの場面で会話を用いるのか等の読み
聞かせ方が問われていることに加え、保育者が選んだ絵本を強制的に、一方的に、取り入れるの
ではなく共有するための選害が重要になると考える。また、共有するためには、子どもの生活体
験や成長段階と見合っていることが最低条件となる。このように、読み手側の読み聞かせる姿勢
に関する研究はあるが、重要であるにもかかわらず、選書に関する研究はない。
②集団に対する絵本の読み聞かせに関する研究
聞き手である幼児の反応や幼児の発達に着目した研究は多くあるが、読み手である保育者の発
話や行動、絵本を読む環境について追究された研究は少ない3ことが指摘されている。さらに、
幼稚園などの場で集団に向けて、どのような意図でB々の読み聞かせに用いる絵本を選んでいる
かを追究した研究はない。「個」に対する読み聞かせの場合には、その「個」の輿味•関心、読
み手の思いが一致した状況の中で選書される可能性が大きいことは推察されるが、「集団」に対
する読み聞かせの場合には、幼児からの読んでほしい絵本のリクエストに応える、園生活におけ
る体験や興味•関心に合致した絵本を選ぶ、読み手である保育者が集団への動機づけという意図
によって絵本を選ぶ等、選書の要因は多岐にわたることが推察される。保育者養成課程の学生の
選書の実際を知ることによって、保育内容、保育内容指導法、教育課程等に関する授業内容に反
映し、本研究の成果を有効に活用することができると考える。
③読み手である保育者に関する研究
幼児のイメージを具体化する保育者の登場人物の感情や絵の描写に関する発話やじっくり絵を
観て個々のイメージが深まるような間の取り方が、幼児の豊かな発話につながるという、保育者
の望ましい「読み聞かせ方」を明らかにしている 4研究がある。また、登場人物の意図は登場人
物の行動の方向性を示唆する情報であり、物語の展開を予測させる手掛かりとなると考えられる
と明示した上で、作動記憶容量が小さいと文章の逐語的理解だけでなく文章全体の理解が困難で
あり、登場人物の意図情報の明示にはそれらを補う働きがある 5と述べ、幼児の理解を促進する「読
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み聞かせ方」を明確にしている研究がある。読み手に関する研究を概観すると幼児の理解度を基
準とした「読み聞かせ方」の研究は散見されるものの、選書に関する研究は見られない。さらには、
教育課程や保育内容に基づく選書に関する研究も同様である。
④保幼小連携に関する先行研究
保幼小連携という異なる学校、園が協働して実践を行うという課題に遭遇したとき、これまで
自明のごとく行っていた実践について、教育の意義や目的、目標、教育課程や指導法その他につ
いて問い虹しを迫られる。このような自明性のゆらぎの中で、繰り返し、意義や課題について間
い直すようになる。保幼小連携についての論文を分類したところ、その意義や課題について問い
直す論文が多い 6傾向が見られる。また、近年は保幼小連携から保幼小接続へと移行している。
その意味では、これまでの保幼小連携研究で見られた教育の意義や目的、目標、教育課程や指導
法の問い直しではなく、保幼小の円滑な接続のために教育課程や指導法に対する効果的なアプ
ローチを追究する必要があるのではないだろうか。本研究に関連する絵本に焦点を当てたこれま
での研究を辿ってみると、保幼小の接続については、幼稚園教育と小学校教育における指導の在
り方についての共通理解が深められなければ、実現するには、あまりにも壁が大きいことがわか
る。この壁こそが、幼稚園における言葉の育ちを小学校へとつなげるための大きな課題となって
いるのではないだろうか。円滑な接続のためには、互いの教育の在り方への共通理解が求められ
る。そのために必要となるのが、「幼稚園教育での体験が土台となった小学校教育の指導体制で
あり、意見交換にとどまらない合同研究としての連携である。同一教材を用いての指導計画にそっ
た実践の試みが、幼稚園、小学校における連携において教材となるよう、その指導計画案を提起
していくことが必要ではないか」と、言葉の育ちに焦点を当てた保幼小連携について提起してい
な研究もあり、これもまた効果的なアプローチの追求と言えよう。
例えば、幼児教育においても頻繁に用いられ、乳幼児にも親しみがある『おおきなかぶ』は小
学校一年生の国語の教科書にも取り上げられ『大きなかぶjとして学習することになる。この 「お
おきなかぶ』から『大きなかぶ』のように、小学校の国語の教科書への接続も視野に入れた研究
もひとつのテーマとして考えれるが、本研究では効果的なアプローチのひとつとして、教材とし
ての絵本の選書に関する課題を明確にしたい。
1-4 選書について
近年は、読書離れが問題視されている。
幼児も例外ではなく、日常的に絵本と関わ
る割合が減少していることがさまざまな場
で取り上げられるようになった。そのよう
な社会的背景から、 2012（平成 24)年、
子どもの読書活動を支援する絵本の専門家
を養成する必要性から絵本専門士養成講座
が立ち上げられた。
絵本専門士に望まれる主な資質・能力
図 1 絵本専門士に望まれる主な資質・能力
絵本専門士に望まれる主な資貿・能力
遍蒙力
コミュニ，ーシェンカ
t' ー呵-
（図 l)として、指導力、表現力、コミュニケー 出典：第6期絵本専門土養成講座リーフレット国立青少年教育振興機構
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ションカ、企画力、コーデイネートカとともに挙げられているのが選書力であり、「子どもの発
達段階に応じた絵本を選択する力」と説明されている。これを保育者に置き換えて考えると、教
育課程の理解と関連深い「関連する法令、各領域の特性、園の教育目標、幼児の生活体験、幼児
の発達過程に応じた絵本を選択する力」と言うことができよう。領域「人間関係」の教材選びを
手掛かりにし、教育課程の理解と教材としての絵本の選書に関する課題を明らかにする研究に取
り組むことにする。
l -5 研究方法
保育内容「人間関係」の授業 (4年制大学、幼小免許取得希望 3年次開講、受講者 33名）の中
で提出された、領域「人間関係」に関する教材として用いる絵本紹介のレポート 31枚を対象と
して分析する。
※これらのレポートは全 15講が終了し評価対象ではない。また、提出時に課題を明確にする
ために分析する承諾を得、個人が特定できない状態で保管した後、本研究で用いたものである。
教育課程の理解のために必要であるとして挙げた①関連する法令の理解、②各領域の特性の理
解、③園の教育目標の理解、④幼児の生活体験の理解、⑤幼児の発達過程の理解のうち、保育者養
成課程の学生に求められる事項①＠Q危）に具体的事項を加え一部細分化し、分類表を作成する。
対象クラス 3・ 4 ・ 5歳ごとに、レポートの選書の理由を該当する項目ごとに一覧化し、選書の理
由を以下の項目で分類し、教育課程の理解の課題を考察する。
友達・仲間
関連する法令・幼稚園教育要領・領域の特性
1集団生活 I自主自律 I協同 I規範意識 I愛情・信頼I社会生活 I生活体験 I発達段階
2.結果
2-1 3歳児の教材の選書理由に関して
3歳児は、「集団生活」「協同」の記述が少なく、「自主・自律」の記述がない。「集団生活」「協同」
の項Hについては、個から集団に完全には移行していない発達段階が大きく影響していることが
推察される。その一方で、「発達段階」の項目において、 3歳児の特徴として「友達を求める」
という記述がみられる。また、「友達・仲間」の項目は全員の選書理由に挙げられており、友達
関係が構築されつつある時期であることから、強調したい事柄として優先順位が高かったのでは
ないかと考える。「愛情・信頼感」の項目も記述の割合が高いことも、「友達・仲間」と関連して
同様の理由が考えられる。「自主・自律」の項目については、まだ自分をコントロールしながら
人と関わることができない発達段階が影響していることが推察されるが、幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿の「自立心」につながるような自主性に関する内容も選書の理由として挙げられ
ていない。
「友達との関わりによって（中略）遊びのルールを守ることにつながる（『はじめてのすべりだいj
に関する記述）」や「順番や貸し借り、ルールを守って仲良くすることの大切さ（「ノンタンぶら
んこのせて』に関する記述）に見られるように、物の貸し借りや順番を守るといった規範意識に
関する記述がみられる。絵本という教材を用いて、幼児が生活に取り入れることを期待したもの
であり、 3歳児に対して身につけてほしいと考えている選書の意図が感じ取れるものである。
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3歳児が入園から 3歳児クラスでの一年間の保育が修了までの園生活において身につける経験
内容として、選書の理由に挙げられている記述を概観すると、「友達・仲間」というストレート
なキーワードは選書の理由に結び付きやすいが、領域の目標や特性に関連する事項についての
記述は乏しい。 3歳児の発達過程の理解については小さな授業成果が見られるが、 3歳児の生
活体験の理解と関連する法令の理解と各領域の特性の理解が教育課程を理解する上での課題と
言えよう。
2-2 4歳児の教材の選書理由に関して
4歳児の選書理由に関する記述は、 3歳児の選書理由に関する記述に比べ、「愛情・伯頼感」
につながる「他者理解」の記述が増える傾向がある。このことは、「発達段階」の記述は乏しい
ものの、自意識が高まるとともに他者に対する理解が進むこと、個から集団へと移行しつつある
発達段階にあることを意識した選書がされていることが推察される。つまり、 3歳児の教材の選
書理由に関する記述と同様に、 4歳児の発達過程の理解については小さな授業成果が見られると
いうことではないだろうか。「愛情・信頼感」についても記述の割合が高いこともは、「友達・仲間」
と関連して同様の理由が考えられる。しかし、「集団生活」「規範意識」「協同」の記述が少ない。
これらの項目については、個から集団に移行しつつあり、協同性が見られ始める発達段階である
ことを考えると、選書の過程において「集団生活」「規範意識」「協同」の視点は必要であると考える。
その一方で、「みんないっしょ」という記述がみられることから、「みんな一緒」や「力を合わせる」
ことを絵本を通して自分の生活に取り入れるきっかけづくりのために強調したい事柄として意識
していることは推察される。「自主・自律」の項目については、 3歳児の結果と同様に、幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿の自立心につながるような自主性に関する内容も選書の理由とし
て挙げられていない。
3歳児の選書については、友達の存在を意識できるような作品が多かったが、 4歳児になると
友達になるための努力や互いの相違点を認め合う内容が選ばれ、友達関係の深まりを意識した選
書理由が増えている。このことは、領域「人間関係」が単に友達と仲良くなる・仲良くすること
を目指した領域の特性をもつものではなく、他者理解と自己理解が根底にあることを意識してい
る結果と言えよう。 4歳児の選書の理由に挙げられている記述を概観すると、領域の目標や特性
に関連する事項についての記述は乏しいもののやや増える傾向にある。このことは、3歳児に比べ、
4歳児の方が他者理解と自己理解が可能になることを意識した選書と言えるのではないだろう
か。これらの結果からは、 3歳児と同様に、関連する法令の理解と各領域の特性の理解が教育課
程を理解する上での課題と言えるのではないだろうか。
2-3 5歳児の教材の選書理由に関して
3歳児 ・4歳児の選書理由に比べ、絵本のタイトルに「ともだち」というワードが入る傾向が
明らかに強まっている。友達とは何か、友逹とはどのような存在かといった、「友達」をより深
く考えるきっかけとしての選書理由が多い傾向にある。このことは間接的に捉えれば、 5歳児の
「生活体験」の項Hの記述数は少ないものの、それと童ね合わせた結果と推察できる。しかし、他
の年齢に比べ著しく協同的な活動が増える 5歳児の教材として、「協同」をテーマとしたものが
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保育者養成課程における教育課程の理解と教材としての絵本の選書に関する課題（小川）
選ばれていない結呆は課題として特筆すべき事項であると考える。このことは、「生活体験」によっ
て友達とのかかわりの深まりが得られることについては教材化しやすいが、力を合わせることの
面白さ、やりがいといったことを教材として位置づけることの難しさと言えるのだろうか。この
結果は選書にとどまることなく、教育課程を理解し、実践を展開していくうえでも難しさとなる
可能性がある。教育課程の理解を考察する上でのキーワードとして「友達」に焦点をあてて考え
るならば、 3歳児の「ともだちができる」「ともだちになる」が 4歳児になると「自制心や規範
意識を根底にした友達でいるための努力」や「他者理解と自己理解」へと深まりを見せ、 5歳児
になると「友達の在り方を考える」内容へとさらに深まりを見せる。このことは発達段階を意識
した選書の結果と言えると考えるが、その一方で、生活体験を通し共感できるような関わりその
ものの楽しさや関わりの深まりが生み出す内容は、抜け落ちているように見受けられる。
2-4 教育課程の理解に関して
繰り返し述べるが、教育課程は、入園から修了するまでの園生活全期間で身に付ける経験内容
の総体を示したものである。保育者には、どのような生活体験や社会生活とのかかわりを積み煎
ね、幼児期にどのような力をつけるのかを総合的に捉えつつ、具体的に実践を検討する力が求め
られるということである。しかし、学生の選書理由としては、「生活体験」「社会生活」に関する
記述が乏しい領向にある。現在の学生は、 3間の喪失、地域コミュニティの崩壊など、子どもを
取り巻く環境の悪化が社会的な問題として取り上げられる中で、幼少期を過ごしている。結果と
して、学生の生活体験や社会生活とかかわる経験の不足が、子どもの園生活を豊かな想像力をもっ
て捉え、創造力をもって実践することが難しいという実態と生み出しているのではないかと考
える。
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■3歳児
絵本 出版社 この絵本を教材として取り上げる意図 友達・仲間
フ・°‘ ~· ＂員'P9田の特性
生活体験 発達段階
集団生活 自主自律 協同 規範意識 愛情・信頼社会生活
「おいしいね、おいしいね」にこにこむくむくおいしそうにしあわせそうにきょうちゃんがあさごはんを
たぺるのでくまのこもとくべつにおいしくかんじました。」いつも一人で退屈だった日々も「ちょうちゃ
ん」というお友だちができたことで、楽しくなっていく様子が見受けられることから友達の良さや大
友達の良さや大 「友だちを求め
きょうちゃん 角川商店 切がわかると思い取り上げた。また、「友だち吝求める 13歳明にこの絵本を取り上げることで、共
に遊んだり、過ごしたりすることの楽しさを伝えられると思い取り上げた。いつもと同じことをしてい
切さ る」3歳児
ても、お友だちがいるだけでちょっと変わって見えたり、楽しかったり、笑顛になれたりするんだとい
うことを伝えていきたいと考えた。
3歳になった←ぐまくんは、起きるのも歯磨きも服を沿替えるのもひとりでやる。でもできない-とは
お母さんにやってもらう。ご飯は自分で食べて片づける0 友；；H同じ苫び吝しては失敗して成吾す 友達と同じ遊びを 身の回りのこと
る恣吝描いている m しては失敗して成 共に遊ぶことの
ができるように
たんじょうびおめでとう こぐま社
・3歳児の特徴として身の回りのことができるようになったり友達を求めるようになっt甘する 長する姿を描いて 楽しさを覚える
なったり、友達
を求めるように
・去に遊ぶことQ産Iさを嘗える いる なったする
ふたごのひよちゃんとぴよちゃんは初めて公園で遊具が怖くてできないでいる。いろいろな子たち
から誘われてだんだんとやってみようかなと気持ちになる。もしこれがめんどり母さんにと二人だけ 勇気を与えてくれ 友達との関わり
できていたら、ひよちゃんとぴよちゃんが滑り台を滑れるようになることはなかっただろう。やってみ るのが同世代の によって～遊び 友達との関わり
はじめてのすべりだい 徳間書店 れば何でもないことでも、丑初は不安でたまらないもの。しかし、そんな識気キ与えてくれるのが同 仲間や、年上の のルールを守 によって思いや
温位の住間笠生上のお兄さAと•お姐さム心あコた。このように自分と近い年齢の仲間と接するこ お兄さん•お姉さ ることにつなが り～
とで、互いに彩饗し合い友這とQ闊ねりによ2工思い笠り笠遊IEQiレ ルを安ること［こつながる。 んであった る
友達同士でしかできない関わりによって培われることについて知ることができる絵本である。
3歳IJilの特徴である「方t井洛求める lに汗目して、この絵本を選んだ＾伸自1問係が作られていく
自己中心性に
助け合い、上
3歳児の特徴で
そらまめくんのベッド 福音館書店
中で、自戸中9「ヽ件によってうまくいかない-とが考えられる。この絵本の中でも「貸してほしい友達・ 仲良し関係が作
よってうまくい
手な関わり方
ある「友t迄を
貸したくないそらまめくん」といった形で表現されている。この絵本を通して、そらまめくんの変化か られていく の成長を期待
ら、友逗闊低での助i:t合い上壬な閲わり左の感長去阻登したい。
かない
したい
求める」に注目
・3人のお化けたちがかんたといちばん先に遊びたがってけんかをしているとき、じゃんけんをさせ
物事に「順番」て順番を決めていた。 友達と一緒にいる
めっきらもっきらどおんどん 福音館書店 一物事に「順番 lという決まりがあることがわかる n と楽しいことが伝
という決まりが
あることがわか
•一人ひとりと遊んだり、 4人みんなで遊んだりしていて楽しんでいる様子が見られる。 わるから る
-友追と 掻1こいると棄し、いことが伝わるから
は1・めての方渾に令ってキA中間になれることやひとつのことを協力lて行うことみんなでやるこト
はじめての友達 協力して行うこ
ぐりとぐらとすみれちゃん 福音館書店 に会っても仲間に とみんなでや
が楽しいことを伝えられると考えた。
なれる ることが楽しい
まず初めに自分で作った椅子を人のために使おうとしてうさぎさん。「どうぞのいす」という札を立て 人に対する思
てみんなが使えるようにしたうさぎさんの行動から、人に対する思いやりの気持ちを学べると思っ
相手のことを考え いやりの気持
どうぞのいす ひさかたチャイルド
た。また、ロバさんが椅子に置いたどんぐりを全部食べてしまうくまさん。これだけだと悪いくまさん
て行動することの
ち・相手のこと
で終わってしまうが、この物語に出てくるくまさんは、後から来る人のことを考えて自分がもっていた を考えて行動
はちみつを椅子に置いていく。このことから相手のこと吝考えて行動することの大切さを学んでほし
大切さ することの大切
い。 さ
3歳児クラスになると友達と遊ぶことが増えてくる。それに伴って.「rゅんばんこ lやおもちゃの首l
借りでけんか吝することが増える。この絵本を読むことで｀「rゅんばんこ lやおもちゃの甘Ii昔り吝 「じゅんばんこ」や 穎誉や貸し借
ノンタンぷらんこのせて 偕成社 丈ることQ去切さ友這が嫌な凪いlぷ：し、まうことみ＆な文lレールなどを安つヱ住良i丈ることの おもちゃの貸し借 り` ルールを守って仲良くす
平を学べると考えた。この絵本を通じて、この絵本を通して、みんなで気持ちよく遊べるように りでけんかをする ることの大切さ
なるらと歪目祖It-い。
いつも仲良しで誕生パーティーに呼んだり、クルクルクッキーを分けてあげたり、水ぼうそうにも一
「大嫌いI絶交だ"」
緒にかかるくらいとっても仲良しなジェームスとぼくなのに、「今日は大嫌い」なんて言ってしまう子
と言ったことなん
きみなんかだいきらいさ 冨山房
どもの気持ちの移り変わりがわかりやすく表現されている。多くが描かれていない挿絵がジェーム
てお互いにすぐに
スとぼくの関係を読み手に想像させていると思った。嫌なことをされたら「今日は大嫌い」なんて言
うけれど、やっぱりジェームスのことが気になっていて「大嫌い！絡空t：：！！ル言ったこばなんてお百い 忘れて仲良しに
に丈くに忘れて仲良1,こ医る姿がかわいらしく、おもしろく描かれている。 戻る
私は2薩/-3識の大去な凜いは友凜吝求めるこ/-だと思う。 3歳は身の回りの環境が大きく変わる時 幼稚園への入 2歳と3歳の大
期だ。幼稚園へQ入園により条“2回生齢Q壬と闊ねるだ［土ヱなく畏荏齢Qことま， 種に生活丈 園により多くの きな違いは友
る時間が培える＂そこで、友達とはより良い関係吝笑いてほしい。ムーチはアールが喜ぶためにと ぼくたちのこの関 同年齢の子と 達を求めるこ
おくりものはナンニモナイ あすなろ書房 いろいろと考え、悩み、母後にはナンニモナイを挙げた。つまり．ぼくtcちのこの関係こそ宅t'I-伝 係こそ宝だと伝え
関わるだけで と。 4歳になると
なく、異年齢の 自意織も強くな
えているようだ。そんな友達との関係を子どもたちに築いてほしい。 3歳児にこの絵本のすべてが ている ことも一緒に生 り、友違との関
理解できなくても、なんかいい話だな、いい友達だな、ということが伝わったらと思う。 4薩になると自 活する時間が わりをより一隠
霊識ま滋夕なり友追とQ闊ねりをより一屋器めるので、その前段階としても効果があると思う。 培える 深める。
煕
賑
埠
熔
唸
唸
硲
滲
渫
8.Jy
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■4歳児
絵本 出版社 この絵本を教材として取り上げる意図 友達・仲間
関連する法令・幼稚園教育要領・領域の特性
生活体験 発達段陛
集団生活 自主自律 協同 規範意識 愛情・信頼 社会生月
主人公であるノンタンが4歳児の特微に当てはまっていて、ストーリーから協力するこトが伝 今後の集団生
わりやすいと考え選んだ。ノンタンが周りの動物たちと衝突し、集団から離れていく姿は、子 活の中で少しで 何事も逃げず
協力することが 周りに助けを求
ノンタンテッテケむしむし 偕成社 どもたちの間でもよくあることで、実際の生活に結び付けやすいと思う。また、同りに助け；； 仲間いる楽しさ も考えるきっか に立ち向かう
伝わりやすい めること
求がめできるることと考や何事も渫げずに立ち向かうことや堵力L合うことや仲間いる楽しさを感じること けになったらよ こと
えた。全後の集団生活の虫ヱ坐I:Iも翌えるき2か1土になゴもよいと思う。 い
ぱらいろのきつねが森の動物と友淳になりたくて努力するところや森の動物たちがばらいろ
の狐の自さに気づくところが子どもたちに伝わってほしいと考えて選んだ。また、ばらいろの 森の動物と友達 森の動物たちが
ばらいろのきつね 世界文化社 きつねの「このままでは森がめちゃくちゃになってしまう。捕まるもんか」というセリフから、森 になりたくて努 協力し合うこと ばらいろの狐の
のことを思って森から離れていったことがわかる。とても優しいキャラクターを子どもたちに 力する 良さに気づく
感じてもらいたい。
この絵本ではくまさんとヤマネくんが主人公として描かれている。この絵本で作者が読者に
伝えたかったことはお互いの違いを認め合うこと 相圭を思いやることが大切だということ
だ。この主人公の＿人には大きく違うとしろがある。それは、大きさ。くまさんは森で一番大
体の大きさなど お互いの違いを
きな住人。ヤマネくんは森で一番小さな住人。そんな二人がなぜここまで仲良くなれたの
もりいちばんのおともだち 福音館書店 か。それは、二人には大きく違うところがあっても、似ていることがあったからだ。甘いものが
の違いを認め合 認め合うこと、
い一緒に過ごし 相手を思いやる
大好きだということ。二人でケーキを食ぺたり、一緒にお互いの花を育てたりした。ここから
ていた ことが大切
言えることは、「佐の去まさなどの追いを認め合い 緒に過ご1ヱいた。」ということ。ヤマネ
くんの畑を見て「じやあ、とりかえっこする？」など．相手のこと吝思いやることが大切だと言
える。この絵本は、文字だけでなく、絵からも大切なことをいろいろと感じることができる。
身近な人たちと関わるうえで、はじめは園内では保育者との信頼を築く。そこからクラスのお
友達、他クラスのお友達 と人間関係の輪の広がり見えてくる。その中であいさつはお互い
ハリネズミくんのくるりん 文渓社 が気持ちよく生活するために大切なことのひとつであるが、仲良しの子以外のクラスの子に
はなかなか挨拶ができない子もいるだろう。そこで、この絵本を取り上げることで、挨拶はさ
れると娼しいことに気付き、挨拶をしようとする意欲を育てることに期待したい
ノンタンシリーズはノンタン以外にも多くの動物が登場し、「友達」という人間関係がわかりや
ブランコを独り
すく描かれている。特にこの絵本は、ブランコ乏独り占めutいノン乞ンとぷらんこま貸しヱほ
占めしたいノン 相手のことを思1いお友渾1-いう檀図が幼稚園の日常を描いているように感じる。授業でも取り上げられた 自分と他者の気 おもちゃの取
ノンタンぶらんこのせて 偕成社
「代弁」を取り入れながら、ノンタンとノンタンの友達の表情に注目し物語を進めていくこと 持ちの違い
タンとぶらんこを いやることが大
り合い
で、よく起こりうるおキ，ちゃの敗り合いを子どもたちと考えていきたい。この絵本を通して、且
貸してほしいお 切
公と他章の氣控ちQ違い、思いやりを知ることができたらと考えて選択した。
友達という構図
この本は題名にもあるように「みんないっしょに l協力吝して成長していくお話である。出鼠尻 4歳児は自意識
は目怠譴が追“な2たり却的妊査9f迅さ握茎I「tが強夕な2たり話差な往動が出エ父る。そ 気持ちのコント 気持ちのコン が強くなったり、
のため、遊びや集団生活の中で様々なトフブルも出てくる。 4歳児にとって、「みんなで」とい ロールが難しく トロールが難 「みんないっ 知的好奇心や
匹いっしょに 評論社 うことがとても大切ということだ。ごっこ遊びなどを通してみんなで何かをするということが増 て一人がいいと しくて一人が しょに」協力をし 探求心が強く
えるが、みんなでいるとけんかなども増える。気持ちのコントロールが難しくて一人がいいと 思ってしまう子 いいと思って て成長していく なったり、活発
思ってしまう干もいると思う。そんな子どもに届けたい。みんなで一緒にやる-との面白さ もいる しまう子もいる な行動が出てく
を。みんなてやれば何てもてきるみ＆なって素しいな、つてことを。 る
この絵本は友情をテーマに描いている。主人公のアレクサンダは人間に嫌われているねず
友情とは自分の
みで、子どもにかわいがられているぜんまいねずみのウィリーをうらやましく思い、自分を
ことではなく、相
アレクサンダとぜんまいねずみ 好学社
ウィリーと同じねずみ変えてほしいとトカゲにお願いする。しかし、ウィリーが危機的状況に
手を思いやれる
陥った際、友達を助けたいという思いからウィリーを本物のネズミに変えてほしいとお願い
する。このシーンから友情とは自分のことてはなく相圭を思いやれる心をもてるかどうか大
心をもてるかど
奎だと知らされた。子どもたちにもこの場面に沿目してもらいたい。
うか大事
この絵本は、威勢よくちゅうちゅうが飛び出て大騒動を起こしてしまう。だが、后後は一人に
なり寂しくなってしまう。このようにわがままがゆえに結局失敗してしまうちゅうちゅうに共通
点を見いだせる年齢が3~4歳だと思う。一人ではなく、周りH間わってみんなト牛ぎている
ということがわかるようになりつつある。4歳ころは遊びを通して心も体も大きく育つ時期で 周りと関わって 自分の気持ち
いたずらきかんしゃちゅうちゅう 福音館書店 ある。ちゅうちゅうの一人で飛び出してしまうという遊びからみんなに迷惑をかけ、一人に みんなと生きて をコントロール
なって動かなくなってしまうというトラブル、そして最後にはこれからはしつかり貨車や客車を いるということ カ
引いて走ると決め．自分の気持ちキコントロールカを見せている。この物語は全体的に3~
4歳児にとって感情移入しやすく、人と関わりながら生きていることを感じるには最適だと考
えた。
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■5歳児
絵本 出版社 -の絵本を教材として取り上げる意図 友達・仲間
: T ・ ．の
生活体験 発達段階
集団生活 自主自律 協同 規範意諏 愛情・信頼 社会生芹
かんたくんとつよしくんは仲間訊虚の成長から積み木を高く積み上げるとい引同l・日的l一向かって一つのこわ吝成l遂げようレする吝が
協力してやろうと
人と関わるとき 同じ目的に向かって
相手の意図を理
見られる。また、協力lエ笠るうという急控らとと由にと2らが倒さ主に憂俎藍社上ばら払るかという鱈隻心もある。高俎租社上I土るという
いう気持ちととも
には思い通りに 一つのことを成し遂
解することがで
酒足感を味わっているからこそ、自分がこのタワーを壌すという敗北感を味わいたくない気持ちからかんたくんが積み木を開したのは、 はいかないこと げようとする姿
けんかともだち すずき出版 競い合う気持ちが育っていると見受けられる。領域「人間関係」の内容にあるJが主が繋lく翠動する中で共涌の日的吝目曲 工~I
にどっちが債さず
もあることを知
友達と豪しく活Iす きることも、相手 高く積み上げる
仲間意諏の成長
に石く積み上げら る中で、共通の目的 の立場に立って という満足感
たり溢tJ.lたり主る盗が見られる．また、その中でぶつかって ムと園ねるとま1ーは町、ヽ 通り［ーはいかない出と缶ある出と庄紐りとう主
れるかという誼争
り、どうすれば仲 を見出し合工夫した 理解できることも
ね［土性目“性直りヱまるかと立える。それを繰り返すうちに、相王Q口図庄蘊性丈ゑ出とがヱまる出と出担王Q立塩に立2工蛋歴ヱまる 良く仲直りできる り、協力したりする
三ともできるようになり、この絵本で伝えたいことを「感じること」ができると考えたから。
心
かと考える 姿
できることも
この絵本は、どこに隠れているのか見通しを持ったり｀仲間意置をもってかくれんぼをしたり 5̀歳児の発達段階と重なる部分が多くあっ
絵本で得たこと
た。このにじうおは荘い合う気持ちが強すぎて抜けてしまったが、自分なりにどうしたら問題を解決できるのかを考えて行動を起こしてい
る。また、見つけられなくても鬼を交代してもう一度お二人有らないようにするなど界いやりの場iが多くみられる。このようなことがちょ 思いやりの場面 を自分の実生活 相手の立場に
まけるものだいじだ で生かす 立って物事を運
よにじいろのさかな
講談社 うど5歳児の発達段藷に追っていることに加え、子どもたちにとって身祈なかくれんぽ吝91材にすることで絵本と自分たちの経験を結び 仲間意識をもって
もっと仲間を思 解できるように
付けて、人間関係や人とのかかわり方を考えるきっかけになるのでないかと考えた。また、にじうおも考えて考えて自分で解決できたの
だから自分もこうしてみようやもっと仲間を思いやろうなど、相手の立場に立って物事を理解できるようになってきた5歳児だからこそ、絵
いやろう 身近なかくれん なってきた5歳児
本で得たことを自分の実生活で生かすことが可能だと考え選択した。
ぼを題材にする
子どもは日々周囲と関わり合いながら成長しあう。その中でけんかはつきものである＾ケンカから学ぶこともヤくさんありケンカも成長
過決租してのなひいと。つだながの、でどはのなよいうにかケとン考カえとる向。そき合のう日か常がに重あ要るでケあンるカを。こテのー作マ品にに作はられ．ケたン絵カ本吝がltこぺの稽作に品素で市あにるな。れケなンいカキは，FマかイIナ'i1-スがな鮮こ明とでに措は
ケンカから学ぶ
「ごめんね」とい ケンカをした後に
ごめんね/-キだち 偕成社
こともたくさんあ
う言葉の重みや 素直になれない
かれている。子どもたちはこの二人に強く共感するのではないだろうか。そして「__.めんねIrい予m益の璽みや大切m店学ぷのだと考 り、ケンカも成長
える。子どもたちの日々をリアルに溢いた作品だからこそ、子どもたちの心に眉くのではないだろうか。これを読み聞かせた後、子どもた 過程のひとつ
大切さ もどかしさ
ちの毎日に「ごめんね」の勇気を与えられたら良いと考える。同シリーズの『ともだちゃ』も説み聞かせたい。
5歳児になると、多くの仲間や友達と関わる機会がある。しかし、中には友連をうまく作れない園児もいる．また、友達といっても、本当の キツネ、・-4」hミの 仲1lの応援と肋け 複数の事柄を統
友運がどうか疑問な関係もある。その中で、主'2主生左土力刊2闊伍から自公たらQ返這関伍ま投えるま2かはにな2エ［甜いと考え
関係から自分たちの
他者の気持ちを
を僭りて違成し、喜 合して結論に運
ともだちゃ 偕成社 た。また、 5歳児になると複歎の事栖吝銃合l-c鮪論に違する力も身につける。一人ではできないことも仲間の応濯団助け字倍りて澤 友違関保を考える 考える
びを共有する、仲間
する力も身につきっかけ1こなってほし を思いやる力、を議
成1 宣1［去去宜丈る性「A，去塁い生るtJ. 去薩堡する。他惹の気挫ちま宝えるという点で最適な内容であると思って選んだ． い 得 ける
動物を人間のようにとらえて考えると、一薔になりたいというのはみんな一緒で、競争になると何が起こるのかが面白く描かれている。
友運との付き合
十二支のはじまり 教自画劇 また｀初めに猫はねずみをだましたため、今では猫がねずみを追いかけるようになったという。仕返しに関しては｀意地恵をすると自分
いで大切なもの
も同じような目に遭うことが描かれており、友逗との位ま合いヱ去切なまぬが何かを学ぺるのではないかと考えた。
走っていて足に引っ拾かったた毛糸をたどりながら丸めていったら見知らぬクマのもとへ。そしてそのクマを誘ってお昼ご飯を一雑に食
仲間外れにせず
籠でも分け隔てなく
ぐりとぐらのえんそく 福青鱚書店 ぺる。「ぼくたちマラソンをしていたんだ。クマさんもいっしょに行こう」と誘った。仲間外れにせずに、誰でも分け隔てなく遊びに誘える勇
に
遊びに請える勇気
気や優しい気持ちが大切であることを伝えたい。 や優しい雙持ち
この絵本ではにじうおと他の急たちとの関係が描かれている．にじうおは1匹だけ他の魚と異なる部分をもっていた。そこで自分だけ特
他別での、角自ト分うまだくけやがっ良てけいれけばるよのいか、．自ど分うIだt:-けらの他ものの角もHだ仲とい良うくな考れえるをの持かってといいうるこ。としがか搭し、かそれこてかいらる、な。魚ザの自世分界がの悪話かでっはt:-あのるかが、ど、人うし間た関ら係 どうしたら他の彙 どうしたら他の彙 なぜ自分が悪 相手の気持ちを
にじいろのさかな 講談社 と仲良くなれるの とうまくやってい 考えることが大
に置き換えて考えることができると考えた。にじうおは自分が一番でなくなったとしても、友達や多くの仲闇をもつことができた。担主Q か ける
かったのか
切
気控らを登える；；；とが去切だということをこの絵本を通して考えさせたい。
キ人公であるキツネlが鵞情や信饉慮Hい.:;キ'{J)がヤけていました。しかし、オオカミさんと出会い、遊び、叱られることでそれらを育むこ
主人公であるキ
ともだちゃ 偕成社 とができました。5歳児にとって、友達を買うというのはよくわからないことかと思うが、方凌凡ヽ う存在が大切であるこHまわかる思う。そ
友運という存在が ツネは愛情や信
大切であること 頼感というもの
のため、子どもの頃に一度はこの本を読んで考えてほしいと考えている。友連のことを考えるきっかけになる絵本だと思う．
が欠
子どものが見たり、聞いたりするすべてのことが新鮮で新しい学びに沢ち溢れていることを教えてくれる絵本だと息った。足後のページ 人との出会いの
匹どがおしえてく
の「友連がたくさんいるからどう見ても立派な人になるわけではないのです。」という言葉は、人れの出令いの中で子ドキ，が様々な心の 先生や友達のと 中で、子どもが
絵本館 動争本経騎lて成再lていくこと、人間関係を築くことの大切さ、がこの1冊に詰まっているように感じた。小学校入学前の5歳児クラスで の出会いで世界 様々な心の動き
れました この絵本を用いて、新しい棗境になることに刈待や不安を持っている子どもたちに、これからは考えることや覚えることが堪え、できるこ が広がっていく を経験して成長
とが多くなっていく-と忠生生友追のとの出会l屯泄；昼が広むュエ！ヽ 丘；とを伝えたい。 していく
2人は麺友でありト．の短編でキ，百いが相手吝見つて行動する姿が描かれている。特に最後の短編「てがみ」では4 がまくんの悲しいそ 相手がどうしたら
2人は親友であ
り、互いが相手
ふたりはと市だち 文化出版局 うな様子を見てかえるくんが手紙出したことを知って、相手がp.;1t-叫這IIヽ 日用引か吝考える亥っかけにしたい。そのきっかけから友 嬉しいと患うかを
を思って行動す
達同士にも反映させられるような読み聞かせをしたい。 考える
る姿
件物語内と面してキは屏少てあし荘げしていほかl9もいしとれいなうい思がい、か外ら見このや絵他本かをら見選たん一だ般．今的はな、関外係国性籍`のそ子ういどっもたがも増のえにてといらるわたれめる髯こそとのなこくと` も視野に入れて伝え
相手の性格や偏性、
あらしのよるに 請談社 内面を見てあげてほ
4い ― いス しい
5歳ごろになると友凜闊係がより楕繰になっていくんまた．ルールや君愕が必専なこれ左よく碑鱗するようになるため｀自分の気持ちや要
求を伝えられなくなってしまう子も出てくる。この絵本のキツネも最初は、自分の欲求のためにァンと遊んでいたけれど、約束を破ったオ ルールや我慢が ※ルールや我慢
5歳ごろになると
只，だちごっこ 偕成社
オカミのことを思うと罪恵感があり｀オオカミのもとへ行こうとするが｀今度はテンとの約束がありなかなか言い出せずにいる。けれどキ 必要なことをよく が必要なことを 友達に対する優
友運関係がより
ツネは大親友のオオカミことをずっと悪く言われ、「ともだちごっこ」はもう嫌だとテンに伝える。何でも自分も気持ちを伝えればよいという 理解するように よく理解するようしさ
ことではないが、時には必要だということをこの場面は教えてくれる。約束を破られたオオカミはキツネを許す。そんなオオカミの五追に なる になる
複雑になっていく
対す，，骨lギもこの絵本から学べる。
方遠がFういう令のなのか吝絵わト令に緞えてくれる本．絵本の台詞の中で、「友遮から金をとるのか？それが本当の友達か？俺はとも 友遮がどういうも
狂，tダちゃ 偕成社 だちゃなんて呼んでない。本当の友達を呼んだんだ。」とキツネに怒る。キツネが「明日も来ていいか」と聞くと、オオカミは「明後日もな」 のなのかを絵とと
と返す。オオカミが大切にしているミニカーをブレゼントする優しさも感じられる。 もに教えてくれる
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保育者養成課程における教育課程の理解と教材としての絵本の選書に関する課題（小川）
3.考察
3-1 選書に関する課題
教育課程に基づき展開される「生活体験」に関する内容がいずれの年齢においても乏しいこと
は、実際の園生活において幼児が豊かな生活体験を得られる実践ではなく、保育者の価値基準に
よる一面的な実践の展開を生み出す可能性がある。自由記述を読むと、特に 5歳児においては、
選書の背景に「 5歳児であれば生活体験があるから理解できる内容を選んだ」という趣旨の記述
と「絵本を読むことによって 5歳児に考える機会を与え、それを実生活に生かそうとするきっか
けになることを期待して選んだ」という趣旨の記述が見られる。生活体験を意識していることは
読み取れるが、子どもの生活体験と学生が理解する子どもの生活体験が乖離している可能性もあ
る。であるとするならば、学生自身にも豊かな生活体験の場をつくり「自分事」として教育課程
を理解し、現実味のある選書ができるようにすることが選書に関する課題の一つと言えよう。こ
のことは、教育課程の理解についても共通の課題であると考える。
絵本に関する先行研究を取り上げた際に述べたように、幼稚園、小学校における連携において
双方で共通の教材となるような指導計画案を提起していくことが必要ではないかという指摘があ
る。この点から選書の課題を考察する。保育の場として読み聞かせに用いられている絵本として
は、『おおきなかぶ」 Iスイミー」『モチモチの木」など小学校国語の教科書に掲載されている絵
本も数多くある。その中でも ［おおきなかぶは』幼児にも親しまれているロシアの民話である。
特に、おじいさん、おばあさん、孫、犬、猫、ネズミの順で登場し、かぶを引っ張る際の「うんとこしょ
どっこいしょ」のリズミカルな掛け声は、子どもたちの体が自然に動き出し、声が湧き上がるよ
うな感覚を味わうことができる名作である。 「おおきなかぶ』が名作である所以は挙げればきり
がないが、本研究で取り上げている領域「人間関係」に関連する事項で挙げるとすれば、「協カ・
協同」を一番に挙げることになる。領域「人間関係」では、ひとつの H的に向かって関わり合い
ながら物事を進めることを意味する「協同」が強調されている。例えば、この『おおきなかぶJは、
単なるリズム感のある絵本ではない。力が強い順に登場し力を合わせてかぶを抜き、最後にネズ
ミが登場してかぶが抜けるまで「うんとこしょどっこいしょ」「やっぱりかぶは抜けません」が
繰り返される。おじいさん、おばあさん、孫、犬、猫が試みても抜けなかった大きなかぶがいち
ばん小さいネズミが加わることによって抜ける。これがもし、小さい順に登場する物語であった
ら枇界中で読まれることはなかったのではないだろうか。まさに「協カ・協同」が描かれている
作品と言える。しかし、本研究における領域「人間関係」の教材としては挙げられはていない。『ス
イミー』も同様である。この結果こそが、選書の課題であると考える。絵本のタイトルに「友達」「仲
間」「人間関係」を容易に連想できるワードが含まれている作品は領域「人間関係」の教材とし
て選び易い傾向にあるが、 「おおきなかぶ』のように、「協カ・協同」も描かれている作品であっても、
選書に至らない。絵本を文学として読み解く力の不足と各領域の特性を結びつけて検討する力が
不十分であることとが相まって単純な選書となったと言えるのではないだろうか。これが選書に
関する課題である。
3-2 教育課程の理解に関する課題
3歳児から 5歳児の領域「人間関係」に関する教材選びの記述を分析したところ、すべての年
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齢において「社会生活」に関する記載がないことが分かった。「社会生活」については、幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿のなかに「社会生活とのかかわり」として位置づけられている。
家族や地域における身近な人との関わり方に気付き、自分が役に立つ喜びや地域に親しみをもっ
ようになるといったことが、幼稚園教育要領解説において説明されている。この項目は、領域「人
間関係」のみで育てられるものではなく、第2章に示すねらい及び内容に基づく活動全体によっ
て育まれるものではあるが、地域の人々とのかかわり等を取り上げる領域「人間関係」の教材と
して記述がないことは、教育課程を理解する上での重要な課題をあぶり出している結果と捉える
ことができよう。保育を学ぶ学生には勤務経験がなく、勤務園を取り巻く地域社会の状況を思い
描くことはできないため、具体的な実践をイメージして教材を選ぶことは難しいのは当然のこと
であり、今回の調査においては、それに対する消極性が如実に表れたと言えるのではないだろう
か。しかし、祭りをはじめとする地域の行事を取り上げた作品などを選ぶことは可能であると考
える。教育課程の理解の視点から、この結果を捉えるとすれば、学生自身が社会生活との関わる
経験が少ない可能性がある。また、このことは記述が少なかった「生活体験」についても同様で
あると考える。領域「人間関係」の特性の理解とともに、教育課程を理解しそれらをどのような
実践として展開するべきか、保育内容の指導法「人間関係」に関する共通の課題ということもで
きる。
おわりに
領域「人間関係」の教材選びを手掛かりに、保育者養成課程における教育課程の理解と教材と
しての絵本の選書に関する課題を考察した。その過程において、発逹段階を理解し教材を選ぶこ
とも難しさが示唆された。これについては、ひとつの領域の特性を理解にとどまらず、他科目と
の連携も必要であると言えよう。本研究によって明らかになった課題を教育課程・領域理解・指
導法などの今後の授業展開に生かし、充実した授業内容の構築に取り組みたい。また、分析対象
を増やし、より精度の高い分析をすることを今後の課題として取り組んでいきたい。
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